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教師は授業改善を図り、ファシリテーターへ

教師と⼦どもが
つながる学び

⼦ども同⼠が
つながる学び

⼦ども⾃⾝が学習
⽅法を決める学び

GIGAスクール構想の実現に向けたロードマップ

千代⽥区では、今夏にICT環境のリプレースを⾏いました。そ
の結果、セキュリティ対策の強化、利便性の向上、操作性の向上
等を図ることができました。
リプレースに合わせ、また国の「GIGAスクール構想」、都の
「TOKYOスマート・スクール・プロジェクト（学び⽅・教え
⽅・働き⽅の三⼤改⾰）」を受け、本区の取組の名称を「ちよだ
スマートスクール」としました。
ICTの活⽤を通じて、千代⽥区の地域リソース、教育リソース
と連携を図ることで、⼦どもが変化を前向きに受け⽌め、豊かな
創造性を備え、持続可能な社会の創り⼿として予測不可能な未来
社会を⾃⽴的に⽣き、社会の形成に参画するための資質・能⼒の
育成を⽬指していきます。
本リーフレットでは、リプレースされたICT環境下で、学び
⽅・教え⽅・働き⽅の３点における具体的な17の取組⽬標を⽰
しています。
下記は、千代⽥区が⽬指すGIGAスクール構想の実現に向けた
ロードマップです。教師がICTを活⽤し、⼀⻫学習において拡⼤
提⽰することも指⽰・説明する上で効果的ですが、児童・⽣徒が
ICTを活⽤しながら、情報収集したものを整理・分析し、まと
め・表現する探究のプロセスを何度も繰り返すことで、確実に資
質・能⼒を育成していきましょう。最終的には「⼦ども⾃⾝が学
習⽅法を決める学び」を⽬指していきます。

１

⼦どもの学びを未来につなげる千代⽥ICT授業指針



出典︓次期学習指導要領と教育の情報化-総務省より
https://www.soumu.go.jp/main_content/000525613.pdf

情報活⽤能⼒＃東京モデル

東京都教育委員会が作成した「情報活⽤能⼒＃東京モデル」では、
発達段階を踏まえ、ステップごとに育成したい資質・能⼒が⽰され
ています。
これらを基に、指導事例を検索し、情報活⽤能⼒
を計画的に育成しましょう。

出典︓とうきょうの情報教育 情報教育ポータルより
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/tokyo_model.html

新学習指導要領と情報活⽤能⼒

２

情報活⽤能⼒とは、世の中の様々な事象を情報とその結び付きと
して捉えて把握し、情報及び情報技術を適切かつ効果的に活⽤し
て、問題を発⾒・解決したり⾃分の考えを形成したりしていくため
に必要な資質・能⼒です。



社会の在り⽅が劇的に変わるSociety５.０時代、先⾏き不透明
な予測困難な時代、社会全体のデジタル化、オンライン化等の必要
性の社会背景の中で、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を⼀
体的に充実し、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業
改善につなげることが求められています。

答申では、⼦供たちの資質・能⼒を育むためには、新学習指導要
領の着実な実施が重要であるとともに、これからの学校教育を⽀え
る基盤的なツールとして、ICTの活⽤が必要不可⽋であると述べて
います。

出典︓中央教育審議会（2021） 「「令和の⽇本型学校教育」の構築を⽬指して（答申）」【総論解説】
https://www.mext.go.jp/content/20210329-mxt_syoto02-000012321_1.pdf

３

「令和の⽇本型学校教育」の構築を⽬指して



出典︓「教育の情報化に関する⼿引-追補版-令和２年６⽉（⽂部科学省）」
https://www.mext.go.jp/content/20200701-mxt_jogai01-000003284_005pdf.pdf

学校におけるICTを活⽤した学習場⾯

４

教科等の指導でICTを活⽤する際の活⽤主体としては、１）教
師が活⽤する、２）児童・⽣徒が活⽤するという⼆つが考えられ
ます。１）は教師が学習指導の準備や評価のためにICTを活⽤し
たり、授業においてICTを活⽤したりすることなどであり、２）
は児童・⽣徒が授業等で活⽤することです。

各教科において育成すべき資質・能⼒を⾒据えた上で、各教科
等の特質やICTを活⽤する利点などを踏まえて、ICTを活⽤する
場⾯と活⽤しない場⾯を効果的に組み合わせることが重要です。
また、下記に⽰す10の分類例は、ICTを活⽤した典型的な学習

場⾯ですが、ICTを活⽤した学習活動はこれらに限られるもので
はないことも留意する必要があります。



14 クラウドを活⽤
して配信と回収を
しよう

２整理・分析をしよう

13 アンケート等を
デジタル化しよう

３資料や作品を作成
しよう

１情報の収集をしよう

ちよだスマー

５ 意⾒共有をしよう ６ 共同編集をしよう４ 発表をしよう

学び⽅改⾰

働き⽅改⾰

学び⽅・教え⽅・働き⽅

５



10 遠隔授業をしよう 11 ハイブリッド学習
をしよう

12 情報モラル教育
をしよう

16 データの共有と
ペーパーレス化
をしよう

17 学校と保護者間の
連絡のデジタル化
をしよう

トスクール

8 気持ちや考えを
可視化しよう

9学習履歴を活⽤しよう７デジタル教科書を
活⽤しよう

15 AI教材や採点
⽀援システムを
活⽤しよう

教え⽅改⾰

を変えるための17の⽬標

６



１ 情報収集をしよう １情報の収集をしよう

【活⽤できるソフト・機能・ICT機器】
・インターネット検索 ・カメラ、動画機能
・QRコードリーダー ・Microsoft Forms 等

７

⼀⼈⼀台端末を活⽤した情報収集の⼀例

情報収集⽅法 活⽤できるソフト・機能・ICT機器

１ インターネット検索 Microsoft Edge    Google Chrome
Internet Explorer

２ 写真や動画による記録

カメラ

３ ⼆次元コード

QRコードリーダ

４ アンケート Microsoft Forms

学び⽅改⾰
教え⽅改⾰

探究的な⾒⽅・考え⽅を働かせる 探究のプロセス

①課題設定
⽇常⽣活や社会に⽬を向けた時に湧き上がってくる
疑問や関⼼に基づいて、⾃ら課題を⾒付け、

②情報の収集
そこにある具体的な問題について情報を収集し、

③整理・分析
その情報を整理・分析したり、知識や技能に結び付けた
り、考えを出し合ったりしながら問題の解決に取り組み、

④まとめ・表現
明らかになった考えや意⾒などをまとめ・表現し、そこからまた新たな課題を⾒付け、更なる
問題の解決を始めるといった学習活動を発展的に繰り返していく。

探究的な学習における
児童・⽣徒の学習の姿

出典︓⽂部科学省（2017）⼩学校・中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編

⽬的に合わせて様々な⼿段で正しい情報を取捨選択



２ 整理・分析をしよう ２整理・分析をしよう

【活⽤できるソフト・機能・ICT機器】
・コラボノート（思考ツール・付箋機能）
・SKYMENU（発表ノート）等

思考ツールや付箋機能を活⽤することで、思考を整理したり意⾒を分類したり
可視化したりすることができます。

発表ノートでは、撮影した写真や調査した資料等を⽐較することができます。

８

コラボノートには、思考ツールの他
にも新聞や⽩地図など多数のテンプ
レートがあり、授業準備の負担軽減
にもつながります。

学び⽅改⾰
教え⽅改⾰収集した情報や思考を可視化し、整理・分析

®



３ 資料や作品を作成しよう ３資料や作品を作成
しよう

【活⽤できるソフト・機能・ICT機器】
・SKYMENU（発表ノート、シンプルプレゼン）
・Microsoft Word、Excel、PowerPoint 等

９

PowerPointのファイル、画像
ファイルなどを読み込み、発表
ノートの背景に設定できます。背
景を設定したノートをワークシー
トとして配布することも可能で
す。
また、すぐに使える21種類の
「思考テンプレート」もありま
す。

（１）発表ノート
フリーハンドでの書き込みや図形描画、⽂字⼊⼒を⾏えます。様々な図形や⾊、線の太さなどを
選択できるので、授業場⾯に合わせて利⽤できます。また、静⽌画、動画、⾳声を貼り付けられます。

（２）シンプルプレゼン
レベルを上げるにつれて記載できる情報量が少なくなるため、情報を取捨選択が必要になります。
⾃分が発表する内容の中で、どの情報が最も重要なのかを考えながら、発表資料作成に取り組めます。

学び⽅改⾰
教え⽅改⾰相⼿意識や⽬的意識をもった資料や作品の作成



４ 発表をしよう ４ 発表をしよう

【活⽤できるソフト・機能・ICT機器】
・⼤型提⽰装置 ・SKYMENU
・ミライシード（ムーブノート）等

ロック機能
学習者機の操作をロックし
て、発表者の発表に注⽬さ
せることもできます。

画⾯⼀覧機能
教師は、⼦どもたちの活動の様⼦を⼀覧で確認することができます。画⾯は⼀定周期で更新され
るので、作業状況がリアルタイムに把握でき、個に応じた指導や意図的な指名にも役⽴てられます。

10

情報収集したものや作成した資料、作品等を⼤型提⽰装置とSKYMENUやミライシード等を組み合わせ
て活⽤することで、スムーズに分かりやすく発表することができます。

ミライシードのムーブノートでは、個⼈の意⾒を瞬時にクラス全体に共有することができ、
注⽬させたい意⾒や深めたい意⾒を取り上げながら授業を展開していくことができます。

学び⽅改⾰
教え⽅改⾰意図的指名と分かりやすい発表



５ 意⾒共有をしよう ５意⾒共有をしよう

【活⽤できるソフト・機能・ICT機器】
・コラボノート ・SKYMENU（発表ノート）
・Microsoft PowerPoint、Word、 Excel 等

縦書きの付箋や
テキストを作成できる

付箋や⼿書き、
画像、グラフなど
⼊⼒⽅法が豊富にある

みんなで書き込む
ノート、個別に
書き込むノートを
作れる

出典︓東京都教育委員会
「学びのアップデート」第７号より11

意⾒共有することで、他者の意⾒を取り⼊れながら⾃分の意⾒を⾒直し、考えをさらに深めて
新しい気付き・発⾒を⽣み出す、協働的な学びを実現します。

学び⽅改⾰
教え⽅改⾰

協働的な学び、深い学びを⽬指して

【資料】

®



６ 共同編集をしよう ６ 共同編集をしよう

【活⽤できるソフト・機能・ICT機器】
・SKYMENU（発表ノート）・コラボノート
・Microsoft PowerPoint、Word、Excel 等

（１）１つの発表資料を全員でまとめる
１つのページに、全員が同時に書き込みます、このとき、１⼈が写真を追加
したり⽂字を書き込むと全員の画⾯に反映されるので、考えを共有しながら取
り組めます。

（２）ページごとに分担してまとめる
ページが複数あるノートの場合、ページごとに担当を決めて作成します。担当以外の
ページの作業状況が反映されるので前後のページを確認でき、つながりを意識しながら
取り組めます。

※Teamsを活⽤することで、 WordやExcel、PowerPointでも、クラウド上で意⾒共有や
共同編集を⾏うことができます。

12

学び⽅改⾰
教え⽅改⾰共同編集のパターンは⼤きく分けると２つ

Microsoft Teams for Education



７ デジタル教科書を活⽤しよう
７デジタル教科書を
活⽤しよう

【活⽤できるソフト・機能・ICT機器】
・⼤型提⽰装置 ・Edu Mall

⼩学校
指導者⽤ 国語、社会、算数、理科、地図帳、⾳楽、外国語

学習者⽤ 国語、算数

中学校
指導者⽤ 国語、社会（地理、歴史、公⺠）、数学、理科、地図帳、⾳楽、外国語

学習者⽤ 国語、数学

区内のデジタル教科書環境

【参考】⽂部科学省（2019）学習者⽤デジタル教科書実践事例集
13

学び⽅改⾰

教え⽅改⾰

デジタル教科書のメリットを⽣かして

出典︓⽂部科学省（2019）学習者⽤デジタル教科書のイメージ
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2019/02/12/1407728_001_1.pdf



８ 気持ちや考えを可視化しよう
8 気持ちや考えを
可視化しよう

【活⽤できるソフト・機能・ICT機器】
・スクールライフノート（⼼の天気）
・AIAIモンキー ・SKYMENU（ポジショニング）

マーカをどの位置に置くかによって⾃分の考えを⽰
します。各⾃が⼿元で⼊⼒するので、他⼈の意⾒に左
右されず、⾃分の考えを回答できます。また、コメン
ト欄に回答の理由や意⾒を⼊⼒できます。

児童・⽣徒の考えを深め、多様な意⾒に
触れ・理解することに特化したツールです。
AIAIモンキーを活⽤すると、少数派の意⾒
を活かしたりクラス全体の傾向を短時間で
確認したりすることが容易になります。

朝の会や帰りの会、授業の終わりに、⼦ども⾃⾝が、その⽇その時の「気持ち」や「気づき」を
記録します。簡単操作で誰でもすぐに慣れることができ、端末の⽇常的な利活⽤が習慣化します。

14

学び⽅改⾰

教え⽅改⾰

毎⽇利⽤で端末活⽤率100％を実現︕

いじめ等の早期発⾒・早期解決と誰⼀⼈取り残さない指導



９ 学習履歴を活⽤しよう 9学習履歴を活⽤しよう

【活⽤できるソフト・機能・ICT機器】
・ミライシード（ドリルパーク）
・スタディサプリ ・カラオケEnglish
・スクールライフノート（⼼の天気）・C4th 等

⾃⼰調整学習と個に応じたきめ細かい指導の充実

15

学び⽅改⾰

教え⽅改⾰

児童・⽣徒ボード（ダッシュボード）

校務⽀援システムとの連携「C4thダッシュボード機能」
C4thダッシュボード機能を活⽤することにより、「⼼の天気」の
情報や学習履歴等を１シートで確認できるため、データを統合的に
⾒ることで⼦どもたちの新たな気付きの発⾒につながります。

「⼼の天気」の情報が校務⽀援システム上のデー
タと⼀緒に確認でき、多⾯的な分析に役⽴ちます。
アラート機能により連続⽋席などの気になる変化
も⾒逃しません。

「いいとこみつけ」機能に
登録した⼦どもの頑張りが
C4thと連携表⽰されます。

児童・⽣徒が端末で利⽤したミライ
シード（ドリルパーク）の学習履歴
が、C4thのダッシュボードに表⽰
されます。※令和４年度以降を予定

AI教材等のアプリケーション内で、児童・⽣徒⾃⾝が学習履歴を確認し、⾃⼰調整しながら学習を
進めたり、教師が学習履歴を確認・把握することで、個に応じたきめ細かい指導をしたりすることが
できます。



10 遠隔授業をしよう 10 遠隔授業をしよう

【活⽤できるソフト・機能・ICT機器】
・Teams（ビデオ会議システム）
・コラボノート 等

16

教え⽅改⾰
学び⽅改⾰

【参考】
⽂部科学省（2021）
遠隔教育システム
活⽤ガイドブック
第３版

コラボノートを活⽤することで、オンラ
インでつながった相⼿側とクラウド上で
意⾒共有することができます。

※相⼿側にコラボノートがインストール
されていなくても、事前申請を⾏うこと
で活⽤することができます。申請⼿続き
には２〜３⽇かかります。

詳細は各校の情報主任にお問い合わせく
ださい。

出典︓⽂部科学省(2018)「遠隔教育の推進に向けた施策⽅針」のポイントより
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/002/siryo/__icsFiles/afieldfile/2018/10/18/1410303_11.pdf

⼩・中学校段階で、遠隔教
育が効果を発揮しやすい学
習場⾯や⽬的・活動例の類
型イメージとして、「合同
授業型」と「教師⽀援型」
が⽰されています。

Teamsのビデオ会議シス
テムを活⽤し、下記の活⽤
ガイドブックも参考にしな
がら取り組みましょう。

遠隔システムを効果的に活⽤した教育の質の向上

®
「交流学習」ーA3横ー（協働学習中）

Microsoft Teams for Education



11 ハイブリッド学習をしよう
11ハイブリッド学習
をしよう

【活⽤できるソフト・機能・ICT機器】
・ミライシード（ドリルパーク）
・スタディサプリ ・カラオケEnglish
・SKYMENU   ・Teams 等

家庭では、オンラインを活⽤し、動画を⾒たり調べたり振り返ったりして予習・復習を⾏います。
学校では、家庭での個別学習を⽣かし、意⾒交換や発表等を⾏うことにより、学びの質を⾼めていき
ます。

17

教え⽅改⾰

学び⽅改⾰

事例１ 事例２

AI教材や動画教材、
デジタル教科書を

活⽤した予習・復習
情報の収集、資料や作品
の作成、発表の練習 等

国語 算数
数学 理科 社会 英語

⼩１〜⼩３ 学習ドリル（国語と算数）＋アニメーション動画
（算数）※順次、社会と理科の学習ドリルも提供予定

⼩４〜⼩６

ー ⼊⾨編 ー ー ー

基礎 ー

応⽤ ー

中１〜中３
共通版

応⽤ ー ー 応⽤

対象︓⼩３〜中３

【基本１ 終了時】
英検５級、TOEIC100〜259点程度
【基本２ 終了時】
英検４級、TOEIC260〜269点程度
【基本３ 終了時】
英検３級〜準２級、TOEIC291〜490点程度

学校での学習とオンラインを活⽤した家庭学習を
組み合わせたハイブリッド学習を推進



12 情報モラル教育をしよう 12 情報モラル教育
をしよう

【活⽤できるソフト・機能・ICT機器】
・ 事例で学ぶNetモラル

教え⽅改⾰
学び⽅改⾰

18

豊富な事例アニメーション︕⼩学校版で62事例、中学校版で50事例

情報社会で適正な活動を⾏うための基になる
考え⽅と態度の育成



13 アンケート等をデジタル化
しよう

13 アンケート等を
デジタル化しよう

【活⽤できるソフト・機能・ICT機器】
・ Microsoft Forms

19

学び⽅改⾰

働き⽅改⾰

教え⽅改⾰

アンケート等をデジタル化することで、印刷やプリントの配布・回収、集計等を省⼒化することが
できます。Teamsからアプリを検索し、Microsoft Formsを活⽤してみましょう。

①「質問」から⽤途に合わせて「選択肢」や「テキスト」を選び、アンケート等を作成します。

③「共有」から、URLや⼆次元
コード等を共有します。「すべての
ユーザーが返信可能」を選択するこ
とで、TeamsのIDを持っていなくて
も容易に回答することができます。

②「応答」から回答結果が閲覧できます。
回答結果は、瞬時にグラフ化され、確認や
フィードバックすることができるので、授業の
導⼊や振り返り場⾯での活⽤も効果的です。
また、Excelで回答の詳細データを開くこと
ができるので、そのデータを有効活⽤したり詳
細に分析したりすることも可能です。

校務での活⽤例 授業での活⽤例
・学校評価
・各⾏事等のアンケート
・個⼈⾯談の⽇程調査

・実態調査アンケート
・クイズや投票
・振り返り

校務での活⽤で、業務の効率化・省⼒化
授業での活⽤で、即時フィードバック

③

②①

Microsoft
Forms



14 クラウドを活⽤して配信と
回収をしよう

14 クラウドを活⽤
して配信と回収を
しよう

【活⽤できるソフト・機能・ICT機器】
・SKYMENU（発表ノート） ・ Teams

発表ノートは、配布や提出といった⼀連のやりとりもスムーズに⾏えます。提出
されたノートは「提出箱」にまとめられ、添削してから返却し、さらに再提出さ
せることもできるなど、双⽅向型の学習が⾏えます。これらの機能は、家庭学習
でも同様に⾏うことができます。

20

働き⽅改⾰

教え⽅改⾰

※Teamsを活⽤しても課題（ワークシート、プリント資料、動画他）の配信と
回収、感想等のフィードバックと質問等の回答が容易に⾏うことができます。

学び⽅改⾰

【参考】 ⼀⼈⼀台端末の活⽤⽅法に関する優良事例等が掲載
⽂部科学省 StuDX Style(スタディーエックス スタイル)

教員と⼦どもたちがいつでも、どこでもつながるツール

Microsoft Teams for Education



15 AI教材や採点⽀援システムを
活⽤しよう

15 AI教材や採点
⽀援システムを
活⽤しよう

【活⽤できるソフト・機能・ICT機器】
・ミライシード（ドリルパーク）
・採点⽀援システム「リアテンダント」（中学校のみ）

21

⼩学４年⽣〜中学３年⽣の算数・数学ベーシックドリルに、新たにAI機能が搭載されました。AIが
学習履歴から習熟度を予測し、⼀⼈ひとりに合ったフォロー問題が出題されるようになるので、苦
⼿な部分をつまずきの原因から解消し、得意な部分はさらに伸ばしていくことができます。

※全問解答し、AIが習熟が⾼いと予測した
場合、「応⽤問題」が出題されます。

採点⽀援システム「リアテンダント」は、
「働き⽅改⾰」しながら、「個に応じた指導」
を⽀援する学習プラットホームです。
解答⽤紙をスキャナでPDF化して取り込むこ
とで、同じ設問の解答を⼀覧で表⽰します。表
⽰された解答をクリックするだけで簡単に採点
することができます。

採点後は○✖が付いた解答⽤紙をプリントし
て⽣徒に返却します。消して書き直しができな
いため、不正防⽌にもつながります。

働き⽅改⾰

教え⽅改⾰

学び⽅改⾰個別最適な学びと働き⽅改⾰



16 データの共有と
ペーパーレス化をしよう

16 データの共有と
ペーパーレス化
をしよう

【活⽤できるソフト・機能・ICT機器】
・Teams ・OneNote ・OneDrive

【参考】⽂部科学省（2021）全国の学校における働き⽅改⾰事例集

22

働き⽅改⾰

OneDrive （ワンドライブ）とは、Microsoftの提供している「オンラインスト
レージサービス」です。WordやExcel、写真など様々なファイルを保存することが
できます。「校務・学習NW」（⿊画⾯）のデータをOneDriveに保存することに
より、場所や時間を問わず校務を⾏うことが可能です。

OneNote（ワンノート）とは、Microsoftの提供しているデジタルノートブックです。情報を整理
したり、アイディアをメモしておいたり、⾳声やビデオを挿⼊しいつでも確認できるようにしたり
と、様々な情報を保存しておける便利なツールです。

OneNoteには共有機能もあり、保存したデータを周囲の⼈と共有して確認したり、アイディアをみ
んなで出し合って書き込んだりすることも可能です。⼿書き⼊⼒にも対応しているため、紙にノート
をとるような感覚でも使えます。校務だけでなく授業で⼦どもたちが活⽤することもおすすめです。

OneNote

OneDrive

まずは、各学校で教職員専⽤のチームを作成しましょう。
そこに校務分掌等様々なチャネルを作成し、情報やデータ
を共有しましょう。場所や時間を問わず確認したり意⾒交
換したりすることができるだけでなく、ペーパーレス化を
図ることもできます。

投稿の際に、「＠〇〇（ユーザー名）」を⼊⼒して投稿す
ると、メンション（通知を送ること）を付けることができ、
⾒落としを防ぐことができます。

学び⽅改⾰クラウドを活⽤した働き⽅と学び

Microsoft Teams for Education



17 学校と保護者の
連絡のデジタル化をしよう

17 学校と保護者間の
連絡のデジタル化
をしよう

【活⽤できるソフト・機能・ICT機器】
・すぐーる ・SKYMENU 等

23

働き⽅改⾰

すぐーるは⽂部科学省が推進する地域学校協働活動の⽅針に従い、学校-家庭-地域をつなぐことで、
教職員の「働き⽅改⾰」に代表される教育現場の課題を解決するために開発された教育現場向け連絡
システムです。以下の機能の他にも、アンケートや健康状態連絡帳等の機能もあります。

SKYMENUの「電⼦連絡板」を活⽤することで、家庭に持ち帰った端末で、
⼦どもたちに伝えたいことや保護者への連絡、休校時のお知らせなどを確認す
ることができます。
学年や組ごとだけでなく、部活動や委員会活動などのグループでも作成でき、
連絡板ごとに表⽰する内容を変えて⽬的に合わせて活⽤できます。

学校と家庭をつなぐ・つなげる



家庭 １⽇の流れ（午前）

１⽇の流れ（午後） 家庭/放課後

学校や家庭における⼀⼈⼀台端末を活⽤した1⽇の流れの⼀例

登校

下校

１情報の収集をしよう ２整理・分析をしよう

３資料や作品を作成
しよう

４ 発表をしよう

8 気持ちや考えを
可視化しよう

11ハイブリッド学習
をしよう

17 学校と保護者間の
連絡のデジタル化
をしよう

9学習履歴を活⽤しよう

５意⾒共有をしよう

６ 共同編集をしよう

16 データの共有と
ペーパーレス化
をしよう

14 クラウドを活⽤
して配信と回収を
しよう

10 遠隔授業をしよう

７デジタル教科書を
活⽤しよう

１情報の収集をしよう

３資料や作品を作成
しよう

児童・⽣徒

教師

15 AI教材や採点
⽀援システムを
活⽤しよう

8 気持ちや考えを
可視化しよう13 アンケート等を

デジタル化しよう

24

12 情報モラル教育
をしよう
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※本提案書に記載した社名、製品名などは、各社の登録商標または商標です。


